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Vol.１ 寄付き15分w勝負を決めろ！
  ORBÿオー÷ニンÀレン¸‧öレイ¿アウøĀ戦略x�？

<レン¸=から~抜けを利⽤しv、¹ピーù勝負w利益を狙う⼿法を解説

市場オープン直後の価格動向を利⽤した効果的zøüーù⼿法wす2⽇本株1⽇経225先物1⽶国株1S&P500先物zy{適⽤可能w1明確zûーû{基uくた±⾃動
売買システムへの組�込�²容易wす2⽶国のToby Crabel⽒※が⾃⾝の著書w詳しく解説しvい~す2

    ※Toby Crabelÿøビー‧クラベûĀ⽒x� 

〜統計x戦略wマーケッøを制した、短期øüーù~先駆者〜

øビー‧¿ùùû�1短期øüー÷³ンÀ戦略~第⼀⼈者xしv知ら¼»²メú»~÷ýøüーダーwす21990年{出版した
著書>Day Trading with Short-Term Price Patterns and Opening Range Breakout?w�1取引開始直後~価格帯を基{した
ORBÿºー÷ニンÀüン¸öü´¿²ウøĀ⼿法を体系化2こ~戦略�1相場~初動を捉え»実践的zøüーù⼿法xしv今
も多く~øüーダー{影響を与えvいます2彼~øッ¸õ±ンù�1統計xú¹¿管理を重視した運⽤w⻑年⾼い成績を維持

しvいます2



Toby Crabel⽒が創設したヘッジファンド<Crabel Capital Management=

https://crabel.com/


ORB戦略の適用市場

日本株

寄り付き後の値動きに一定のパターン

が見られることが多く、効果を発揮し

やすい環境です。

日経225先物
流動性が高く、テクニカル分析が効き

やすいため、ORB戦略の適用に適して
います。

米国株

特に値動きの激しいテクノロジー銘柄

などでORB戦略が機能することがあり
ます。

S&P500先物
世界的な指標として注目度が高く、オ

ープニング時の値動きに特徴が見られ

ます。



øüーùタイÿンÀの定義

オー÷ûンÀüン¸の形成

開場{¹最初の15分間ÿ9:00〜9:15Āの価格動向を
観察し1この時間内の⾼値と安値をþー¿します2

öüイ¿アウøの監視

9:15以降1価格|オー÷ûンÀüン¸の境界を超え
»のを待ちます2

買いエンøúー

9:15以降に価格|オー÷ûンÀüン¸の⾼値をN抜
けた場合1買いエンøúーの·Àúû|発⽣しま

す2 売ºエンøúー

9:15以降に価格|オー÷ûンÀüン¸の安値をO抜
けた場合1売ºエンøúーの·Àúû|発⽣しま

す2



返済条件（イグジット）

時間決済（パターンA）
市場終了前の特定時間（14:45～
15:00）にすべてのポジションを決済
します。デイトレードの場合に特に

有効な方法です。日をまたいだポジ

ションを持ちたくない場合に適して

います。

ATRトレーリングストップ
（パターンB）
平均真実範囲（ATR）を利用した動
的な損切り・利確ラインを設定しま

す。ATR×1.5で損切りライン、
ATR×2～3で利確ラインを設定。相
場のボラティリティに応じて自動調

整されます。

逆ブレイク損切り（パターン
C）
買いポジションの場合はオープニン

グレンジの安値割れで損切り、売り

ポジションの場合は高値超えで損切

りを入れます。トレンドの方向性が

変わった可能性が高い場合に早期退

場できます。



利点と注意点

ORB戦略の利点

明確なルールに基づくため自動化しやすい

長年にわたる実績があり信頼性が高い

様々な市場や銘柄に適用できる汎用性

事前にリスク量を把握しやすい

トレンドの初期段階を捉えられる可能性

実践上の注意点

フェイクブレイクアウトに注意が必要

寄り付きのギャップが大きい日は避ける

オープニングレンジが過度に広い場合はリスクが増大

重要な経済指標発表日は変動が激しくなる可能性

流動性の低い銘柄ではスリッページに注意



長期的な成功のために

継続的な検証と改善

市場環境の変化に合わせて戦略を調整

リスク管理の徹底

一回のトレードでのリスク量を資金の1-2%に制限

データに基づく分析

感情ではなく客観的な数値で判断

基本ルールの理解

ORB戦略の原理原則を完全に把握

どのような戦略にも言えることですが、マーケットは常に変化しています。過去のパターンが将来も同じように機能するとは限りません。

相場環境に合わせて柔軟に対応することが、長期的な成功につながります。
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